
インフルエンザ流行発生警報 発令中！ 
 

＜保健室来室状況（12/1～1/29）＞ 
 

12月 
体調不良 15件 頭痛７件 気分不良４件 喉の痛み２件 その他３件 

けが 16件 すり傷７件 切り傷３件 つき指２件 その他４件 

１月 
体調不良 14件 頭痛６件 腹痛３件 だるさ 2件 その他３件 

けが 8件 すり傷３件 打撲１件 切り傷 1件 その他３件 

○ 来室者のうち早退した児童は、12月は２名、1月は５名でした。頭痛や体のだるさ

があり来室し、１時間保健室で休養していると発熱し早退する児童が多かったです。 

○ 校内でインフルエンザ・新型コロナウイルス感染症の流行は見られていませんが、 

今後も引き続き注意が必要です。 

 

 

 

 

  

保護者向け 

 202５年が始まりました。今年もよろしくお願いします。新しい１年がお子様にとっ

て、また、保護者の皆様にとって笑顔あふれる年となりますよう、お祈り申し上げます。 

 町内全体でインフルエンザが流行しています。規則正しい生活を心がけることが感染

症予防につながります。子供たちへの御指導よろしくお願いします。 

１/２８ 喜界町学校保健研究大会 

                           がありました！ 

実施日：令和７年１月２８日（火） 

講演者：なつかしゃ家 惠上 イサ子先生 

演 題：｢食を通してはぐくむ命と夢｣ 

参加者：保護者３４名 一般２名 来賓５名 

    実行委員関係者１３名  計５４名参加 

 奄美市にある郷土料理の店｢なつかしゃ家｣の店主をされている惠上イサ子先生をお迎えし、食の

大切さについて御講演いただきました。惠上先生は喜界町立第二中学校の家庭科の先生として勤務

されたこともあり、当時の経験もお話いただきました。笑いあり、涙ありの充実した時間を過ごす

ことができました。 

早町小からも７名の保護者の皆様に参加していただきました。御参加ありがとうございました。 

～惠上先生の御講演より～ 

○ お店をしていると、小さい子にスマホを持たせて食事をする家族が多い。それぞれがスマホを見ながら

食事をしていることもある。｢本当の食事｣とは、楽しく語り合いながら食べるものではないか？ 

○ 子供と一緒に炊事場に立ち、一緒に料理の段取りをすると、自然と会話をすることができる。家庭料理

を親から習い、舌に感覚を残し、自分の子供に繋いでいってほしい。 

○ ｢５つのこしょく｣が子供に悪影響を与えてしまう。 

 ① 少食（こしょく）･･･体型が気になって、食べる量が少ない。 

 ② 粉食（こしょく）･･･粉で作る料理。噛む回数が少ない。 

 ③ 孤食（こしょく）･･･家族が不在のため、１人で食べること。 

 ④ 固食（こしょく）･･･メニューが固定されていて、好きなものや決まったものしか食べないこと。 

 ⑤ 個食（こしょく）･･･家族で一緒に食べるが、それぞれが違うものを食べていること。 

食は人をつくり、人と人とのつながりをつくる。食の基盤をつくるのは親である。 

＜保護者アンケートより＞ 

・温かいものを我が子に食べさせてあげたいなあと思いました。今しかできない、してあげられない

ことをすることが、どれだけ幸せかと強く感じました。 

・食の大切さを改めて感じ、毎食の料理も心を込めて作ろうと思いました。子供と食事をする時、食

材の話もしながら、自分の母の味を子供にも伝えていきたいです。 

・子供たちと、島の食材を使いながら台所に立ってみようと思いました。また、母から色々な料理を

教えてもらおうと改めて思いました。 
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